
平
安
後
半
期
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
研
究
試
論

-
　
高
山
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
経
広
大
成
就
儀
軌
永
久
六
年
点
本
を
中
心
に

松
　
本
　
光
　
隆

は
じ
め
に

平
安
初
中
期
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
で
は
、
当
該
時
の
資
料
の
残
存
童
が
限
ら
れ
、

そ
の
分
、
稀
少
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
貴
重
視
さ
れ
て
、
訓
点
記
入
の
草
創
期
の
論

述
対
象
と
し
て
屡
々
採
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
時
代
が
降
っ
た
平
安
後
半
期
以
降
の
漢

文
訓
読
語
資
料
は
、
そ
の
長
所
と
し
て
言
語
資
料
の
残
存
畳
が
前
時
代
に
比
べ
て
飛
躍

的
に
増
え
て
、
そ
れ
だ
け
実
証
に
は
有
利
な
条
件
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、

資
料
の
多
様
さ
故
に
、
時
代
的
な
言
語
の
有
り
様
を
抽
象
化
し
た
把
握
、
即
ち
、
イ
メ
ー

ジ
化
が
難
し
い
よ
う
に
も
判
断
さ
れ
る
。

同
時
代
の
資
料
の
量
的
な
多
さ
、
ま
た
、
資
料
の
多
様
さ
は
、
築
島
裕
博
士
の
「
訓

点
語
彙
集
成
」
(
平
成
十
九
年
二
月
刊
行
開
始
、
汲
古
書
院
)
を
み
て
も
、
そ
の
選
定

さ
れ
た
資
料
を
一
見
す
る
だ
け
で
、
畳
の
豊
富
さ
、
質
の
多
様
さ
は
容
易
に
感
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
築
島
博
士
の
こ
の
偉
業
は
、
現
在
の
漢
文
訓
読
語
研
究
の
達
成
点
、
例

え
ば
、
古
語
辞
典
の
編
纂
や
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
日
本
語
の
歴
史
の
解
明
を
問
い

直
す
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
、
根
本
的
に
問
い
直
す
必
要
性
を
提
起
さ
れ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
て
、
画
期
的
な
業
績
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
な
お
重
要
な
こ
と
は
、
平
安
後

半
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
史
に
つ
い
て
、
特
に
語
彙
的
に
広
く
見
渡
す
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
研
究
上
欄
発
想
源
、
母
体
を
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
後
世
に
種
々
、
多
大
な
課
題
を
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

こ
の
点
で
重
要
な
語
彙
集
成
だ
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
恐
ら
く
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に

お
い
て
今
後
生
み
出
す
所
は
限
が
無
く
、
稿
者
の
立
場
か
ら
も
、
後
生
に
託
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
で
あ
ろ
う
課
題
が
種
々
に
灰
見
え
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
右
に
啓
発
さ
れ
、
平
安
後
半
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
の
課
題
で
あ
ろ
う
問

題
の
一
つ
に
つ
い
て
の
試
論
を
展
開
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
平
安
後
半
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
の
変
化
に
関
す
る
仮
説

漢
文
訓
読
語
の
実
態
と
し
て
の
変
化
、
ま
た
は
、
言
語
変
化
の
力
学
的
な
解
釈
・
説

明
を
背
景
と
し
て
説
か
れ
る
変
遷
は
、
今
ま
で
に
、
様
々
に
記
述
さ
れ
、
様
々
に
説
か

れ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
〓
一
旦
詣
事
象
の
変
化
、
ま
た
は
、
同
類
の
事
象
を
積
み

重
ね
て
の
訓
読
表
現
の
変
化
は
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
読
語
の
レ
ベ
ル
か
ら
説
明
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
一
般
に
、
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
注
意
を
引
い
た
の
は
、
助
字
の
訓
読

法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
位
相
的
な
問
題
を
含
め
て
、
漢
文
本
文
に
存
す
る
実
字
の
充
当

訓
の
観
点
か
ら
の
分
析
も
存
し
た
。
音
便
形
や
吾
北
形
に
つ
い
て
の
論
述
も
存
し
た
。

ま
た
、
訓
読
文
を
形
成
す
る
読
添
語
に
関
し
て
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漢
文
訓
読
と
言
う
言
語
表
現
が
、
既
成
の
漢
文
の
上
に
表
現
さ
れ
る
日
本
語
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
漢
文
の
制
約
は
、
日
本
語
表
現
以
前
に
既
に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

漢
字
漢
文
に
直
結
し
た
、
助
字
の
訓
法
の
変
化
で
あ
れ
、
実
字
の
訓
の
変
化
で
あ
れ
、

原
漢
文
の
文
脈
、
表
記
と
は
、
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
読
添
語
の
場
合
、
一
見
、
中

国
語
文
と
日
本
語
文
と
の
異
言
語
と
し
て
の
問
題
で
、
原
漢
文
に
は
制
約
を
受
け
な
い

日
本
語
側
の
謂
わ
ば
、
自
由
な
表
現
で
あ
る
と
捉
え
、
原
漢
文
の
漢
字
漢
文
に
制
約
を

受
け
な
い
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
そ
ん
な
条
件
の
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
原
漢
文
の
理
解
の
上
で
、
必
然
の
出
現
で
あ
る
場
合
も
存
す
る
。



実
際
に
存
在
す
る
漢
字
、
ま
た
は
、
漢
字
列
の
影
響
を
極
め
て
直
接
的
に
受
け
る
訓
読

語
と
、
必
ず
し
も
原
漢
文
の
影
響
が
大
き
く
な
い
も
の
と
が
存
在
す
る
と
二
分
し
て
み

る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
訓
読
と
言
う
営
為
が
、
広
い
意
味
で
の
中
国
語
文
の
翻
訳
で

ぁ
っ
て
み
れ
ば
、
共
に
原
漢
文
の
影
響
を
被
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

原
漢
文
の
影
響
が
濃
密
で
あ
る
の
か
、
希
薄
で
あ
る
の
か
は
相
対
的
な
問
題
で
あ
ろ

ぅ
。
例
え
ば
、
助
字
の
訓
法
の
変
化
・
変
遷
は
、
原
漢
文
の
解
釈
に
拠
っ
て
支
え
ら
れ

て
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
不
読
と
す
る
の
か
否
か
の
場
合
で
さ
え
、
色
々
な
事
例
が
考

ぇ
ら
れ
る
。
訓
読
文
(
読
み
下
し
文
)
と
い
う
表
現
を
考
え
た
時
、
例
え
ば
、
文
末
の
「
之
」

な
ど
の
扱
い
は
、
一
語
の
出
現
の
有
無
に
関
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
「
ナ
リ
」

を
読
み
添
え
て
「
也
」
字
を
不
読
と
し
よ
う
が
、
「
也
」
字
を
直
読
し
ょ
う
が
、
漢
文

訓
読
語
表
現
の
有
り
様
に
よ
っ
て
は
、
影
響
の
な
い
レ
ベ
ル
も
の
が
存
す
る
。
平
安
和

文
に
は
漢
詩
文
の
朗
読
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
し
、
奥
書
に
「
聴
了
」
と
し
た
資

料
も
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に
発
想
す
れ
ば
、
口
で
唱
え
る
、
耳
で
聞
く
漢
文

訓
読
の
言
語
表
現
が
存
在
し
た
の
は
明
確
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
を
想
定
し
た
言
語

表
現
で
は
、
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
有
無
に
は
差
異
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
再
読
字
の

場
合
も
同
様
で
、
訓
点
記
入
と
言
う
表
記
面
で
は
問
題
と
な
る
に
し
て
も
、
読
み
上
げ

ら
れ
た
訓
読
文
の
レ
ベ
ル
を
想
定
す
れ
ば
、
再
読
か
否
か
は
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
認

め
ら
れ
・
よ
う
。
再
読
表
現
で
、
問
題
に
な
る
と
す
れ
ば
、
単
読
で
副
詞
訓
の
み
が
与
え

ら
れ
、
文
末
表
現
が
比
較
的
に
幅
が
あ
っ
た
も
の
が
、
再
読
の
成
立
に
よ
っ
て
、
類
型

的
な
表
現
に
な
っ
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
即
ち
、
漢
文
訓
読
に

関
わ
る
言
語
活
動
の
全
て
の
面
に
お
い
て
の
変
化
で
あ
る
の
か
、
部
分
的
で
あ
る
の
か

は
、
研
究
上
、
自
覚
的
ま
た
体
系
的
に
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

読
添
語
の
場
合
も
、
直
接
漢
字
に
対
応
し
て
い
な
い
分
、
自
由
度
が
高
い
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
が
、
全
て
の
事
象
が
、
自
由
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
漢
籍
の
場
合
、

条
件
句
に
よ
ま
れ
る
読
添
語
「
ト
キ
ン
バ
」
が
存
す
る
。
「
ト
キ
ン
バ
」
は
、
時
代
の

流
れ
と
共
に
、
類
型
化
し
て
成
立
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
原
漢
文
の
「
則
」
字
の
出

(
-
)

現
と
即
応
し
て
い
る
よ
う
に
類
型
化
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
ラ
ク
ノ
ミ
・

(
2
)

マ
ク
ノ
ミ
」
　
は
、
「
而
己
」
等
の
存
在
と
共
起
し
て
訓
読
語
文
に
現
れ
る
。
一
方
、
格

助
詞
な
ど
の
場
合
、
訓
読
文
と
し
て
の
格
関
係
を
明
示
す
る
た
め
に
、
必
要
で
あ
る
と

も
判
断
さ
れ
、
実
際
に
、
訓
読
文
中
に
多
出
し
、
ヲ
コ
ト
点
の
基
本
的
な
符
号
(
星
点
)

に
音
節
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
不
可
欠
な
場
合
の
み
で
は
な
く
、

「
得
」
　
に
続
く
場
合
、
「
こ
と
を
得
」
と
も
あ
れ
ば
、
「
こ
と
得
」
と
も
あ
っ
て
、
こ
の

(
3
)

表
現
類
型
が
資
料
群
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

通
時
的
な
変
化
や
、
共
時
的
に
位
相
差
、
文
体
差
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
訓
読
語

の
表
現
基
調
全
体
の
変
化
に
目
を
配
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
基
調
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え

直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
即
ち
、
残
存
量
が
増
大
す

る
平
安
後
半
期
、
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
漢
文
訓
読
語
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
時
、
同
文

比
較
の
方
法
は
、
有
効
性
が
あ
る
と
は
判
断
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
同
文
比
較
法
を
脱

し
て
、
今
後
、
資
料
内
の
用
例
の
使
用
傾
向
を
抽
象
化
し
て
、
複
数
資
料
間
で
比
較
整

理
す
る
方
向
に
踏
み
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

仏
書
に
お
け
る
平
安
後
半
期
と
鎌
倉
時
代
の
資
料
の
同
文
比
較
は
、
複
数
資
料
問
の
同

文
箇
所
に
、
実
に
、
多
様
、
あ
る
い
は
、
雑
然
と
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
対
応
を
見
せ
る
。

稿
者
は
、
こ
の
事
実
を
基
に
、
従
来
、
訓
読
語
が
固
定
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
時
期

に
も
、
変
化
は
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
新
た
な
訓
読
語
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論

(
4
)

じ
て
き
た
。

仮
に
、
こ
の
多
様
さ
を
通
底
す
る
漢
文
訓
読
語
の
表
現
基
調
が
あ
り
、
こ
れ
に
共
時

的
な
異
同
が
存
す
る
と
か
、
適
時
的
に
変
化
し
て
い
る
と
か
の
考
究
が
出
来
る
の
で
あ

れ
ば
、
動
態
と
し
て
の
平
安
後
半
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
が
整
理
、
記
述
出
来
る
は
ず

で
あ
る
。
更
に
、
そ
れ
を
基
に
変
遷
が
説
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
異
同
や
変
化
も
、

決
し
て
軽
々
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
に
は
な
る
ま
い
。

訓
読
語
の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
平
安
中
期
と
、
朱
子
の
新
注
が
使



用
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
室
町
時
代
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
向
き

が
あ
る
。
両
者
は
、
質
的
に
異
な
っ
た
変
化
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
、
こ
の
印
象
的
判

断
に
、
客
観
的
評
価
を
与
え
る
た
め
に
は
、
訓
読
語
の
変
化
の
質
に
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
即
座
に
は
、
平
安
中
期
の
変
化
事
象
と
し
て
説
か
れ
て
き

た
全
事
象
に
目
配
り
を
す
る
用
意
が
な
い
が
、
先
に
触
れ
た
様
に
、
再
読
字
成
立
の
問

題
は
、
表
記
上
の
変
化
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
し
、
ま
た
、
訓
読
語
表
現
の
類
型
化
へ

の
道
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
平
安
初
期
に
、
辞
の
訓
を
持
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
字

が
、
平
安
中
期
を
境
に
、
詞
の
訓
に
転
ず
る
と
説
か
れ
る
事
象
は
、
漢
字
に
対
す
る
対

応
和
訓
の
質
の
変
化
の
問
題
で
あ
っ
て
、
語
彙
的
な
事
象
と
整
理
さ
れ
よ
う
。
一
般
的

印
象
で
大
き
な
画
期
と
捉
え
ら
れ
る
平
安
中
期
の
言
語
事
象
を
、
か
か
る
視
点
か
ら
、

腑
分
け
し
、
体
系
化
し
、
統
合
し
て
評
価
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
も
印
象
的
に
、
変
化
が
少
な
い
と
さ
れ
る
平
安
後
半
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
は
、

実
は
、
右
と
は
、
質
的
に
異
な
る
変
化
を
見
せ
る
時
期
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ

う
事
は
、
右
に
触
れ
た
。
従
っ
て
、
右
の
平
安
中
期
の
変
化
の
質
が
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
の
言
語
の
体
系
的
な
観
点
か
ら
の
整
理
や
評
価
は
、
多
く
は
、
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
行
く
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
れ
と
の
相
対
的
視
点
を
持
っ
て
、
平
安
後
半
期
以
降

の
変
化
の
質
を
具
体
的
な
言
語
事
象
に
即
し
て
記
述
し
、
論
じ
、
評
価
す
る
こ
と
も
今

後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
後
に
託
す
必
要
が
あ
る
が
、
稿
者
は
、
平
安
後
半
期
以
降
の
変
化
に
は
、

大
き
く
、
位
相
間
に
あ
っ
た
差
が
埋
ま
っ
て
社
会
的
に
大
き
く
、
広
く
、
あ
る
種
の
訓

読
語
基
調
が
拡
が
る
と
か
、
訓
読
表
現
の
類
型
化
が
進
ん
で
、
訓
読
法
の
文
体
的
な
差

が
な
く
な
る
と
か
、
所
謂
、
漢
文
訓
読
調
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
社
会
全
体
の
単
位
で

整
え
ら
れ
て
い
く
過
程
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
、

資
料
間
の
比
腰
に
お
い
て
は
、
一
見
錯
綜
し
て
、
収
拾
が
つ
か
な
い
と
見
え
る
平
安
後

半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
の
訓
読
語
は
、
.
各
種
の
並
行
し
て
存
し
て
い
た
訓
読
語

が
一
資
料
中
に
重
合
し
て
、
位
相
差
、
文
体
差
が
明
碇
で
な
く
な
る
と
か
、
例
え
ば
、

漢
籍
の
場
合
、
読
者
層
、
あ
る
い
は
、
訓
読
者
層
が
拡
が
っ
て
、
僧
侶
も
僧
侶
の
言
語

的
な
立
場
で
、
加
点
を
し
、
訓
点
を
残
す
よ
う
な
、
交
雑
の
時
期
を
経
て
、
新
た
な
訓

読
語
基
調
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、
広
範
な
言
語
社
会
に
共
通
的
に
確
立
し
、
謂

わ
ば
、
没
個
性
的
に
な
っ
て
い
く
方
向
に
動
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
の
変
化
が
、
今
後
、
跡
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
印
象
的
に
注
目
さ
れ
て
き
た
平
安

中
期
の
、
所
謂
、
劇
的
な
言
語
変
化
と
言
わ
れ
る
も
の
と
、
平
安
後
半
期
以
降
の
言
語

変
化
と
は
、
質
の
違
っ
た
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
が
激
し
い
と
か
、

ど
ち
ら
が
急
速
で
あ
る
と
か
の
評
価
や
比
較
は
、
次
元
が
異
な
る
も
の
の
比
較
、
評
価

で
あ
る
と
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

次
節
以
降
は
、
平
安
後
半
期
以
降
、
鎌
倉
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
言
語
基
調

の
変
化
の
一
例
と
し
て
、
読
添
語
を
取
り
上
げ
る
。
読
添
語
の
中
で
、
漢
文
脈
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
で
あ
る
が
、
比
較
的
自
由
度
の
高
い
表
現
に
、
一
般
に
、
中
国
語
文
で
は

さ
ほ
ど
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
、
敬
語
表
現
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
そ
の
敬

語
の
読
添
語
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
る
。
ま
た
、
漢
文
自
体
に
、
和
語
に
対
応
す
る

「
合
し
字
が
存
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
読
添
え
の
使
役
の
助
動
詞
「
シ
ム
」
も
、
漢
文

脈
上
の
構
文
の
理
解
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
自
由
度
の
高
い
も
の

の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
充
分
に
実
証
的
な
論
述
と
は
な
ら
ず
、
端
緒
を

示
す
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
二
事
象
を
中
心
に
検
討
の
一
部
を
掲
げ
て
、
以
下
に
試
論

を
示
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
高
山
寺
蔵
大
鵬
慮
遮
那
経
広
大
成
就
儀
軌
に
つ
い
て

洛
北
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
「
大
批
底
舎
那
成
郁
神
欒
加
持
経
蓮
花
胎
蔵
悲
生
臭
茶
羅

贋
大
成
就
儀
軌
(
以
下
、
玄
法
寺
儀
軌
)
」
二
帖
(
重
文
第
二
部
第
3
6
3
号
)
を
蔵
す
る
。

こ
の
玄
法
寺
儀
軌
の
巻
上
に
は
、
以
下
の
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
。

(
奥
書
)
永
久
六
年
(
二
一
八
)
三
月
十
五
日
於
南
園
房
/
書
畢

〈
迫
駅
〉
「
同
月
廿
二
日
移
鮎
畢
」



蜜
「
仁
安
二
年
(
二
六
七
)
九
月
廿
ユ
鑓
観
音
寺
侍
受
了
/
奉
随
上
訂
配

聖
与
/
恵
眞
共
傍
受
手
」

と
あ
る
。
「
南
国
房
」
は
、
南
円
房
阿
闇
梨
実
算
(
天
台
血
脈
)
か
、
南
円
房
法
印
仙
雲
(
東

寺
観
智
院
像
五
音
生
起
紙
背
天
台
血
脈
、
天
台
血
脈
)
の
住
房
に
該
当
す
る
も
の
と
思

し
い
が
、
仙
雲
は
、
法
量
流
相
実
(
～
二
六
五
)
-
慶
勝
(
静
然
)
-
′
仙
雲
と
承
け

た
僧
侶
で
あ
る
。
仙
雲
は
建
永
二
年
二
〓
一
〇
七
)
に
没
し
た
僻
で
、
少
々
時
代
が
降

る
か
も
知
れ
な
い
。
実
算
は
、
長
宴
(
一
〇
二
ハ
～
一
〇
八
一
)
-
経
退
-
実
算
と
承

け
た
僧
侶
で
、
共
に
天
台
宗
山
門
派
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
時
代
的
に
は
、
こ
の
方
が
叶

い
そ
う
で
あ
る
。

仁
安
二
年
の
奥
書
に
あ
る
「
慈
叡
」
「
聖
典
」
「
悪
眞
」
は
、
未
勘
で
あ
る
。
伝
授
が

行
わ
れ
た
「
観
音
寺
」
も
特
定
で
き
な
い
。

巻
下
の
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
棄
)
「
同
年
同
月
二
日
奉
受
了
し

永
久
六
年
(
二
一
八
)
正
月
廿
二
日
頑
甘
口
闇
梨
ロ
ロ
ロ
受
了
/
□
党
」

(
別
型
　
「
仁
安
二
年
(
二
六
七
)
十
月
朔
日
於
観
音
寺
恵
眞
/
供
借
受
了
」

と
あ
る
。
上
下
共
に
永
久
六
年
の
書
写
、
伝
授
奥
書
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
下
巻
が

先
に
書
写
、
伝
授
さ
れ
た
よ
う
で
「
正
月
」
　
に
伝
授
が
あ
っ
た
も
の
と
思
し
く
、
上
巻

に
は
、
「
三
月
」
　
の
書
写
奥
書
が
存
す
る
。
奥
書
に
錯
綜
が
あ
る
よ
う
で
、
下
巻
の
追

筆
の
奥
書
「
同
年
同
月
二
日
奉
受
了
」
と
あ
る
の
が
何
時
に
当
た
る
の
か
の
解
釈
に
難

渋
す
る
。
恐
ら
く
、
巻
上
の
奥
書
に
対
応
し
て
、
「
永
久
六
年
三
月
二
日
」
と
見
て
お

き
た
い
が
、
や
は
り
、
巻
下
が
先
行
し
て
伝
授
が
あ
り
、
巻
上
は
、
「
三
月
廿
二
日
」

に
移
点
さ
れ
て
い
る
。

上
下
両
巻
の
奥
書
を
、
記
事
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
先
ず
、
巻
下
が
書
写
ざ
れ
、
永
久

六
年
正
月
に
巻
下
の
伝
授
が
あ
り
、
更
に
、
永
久
六
年
三
月
に
再
び
伝
授
が
あ
っ
て
後
、

上
巻
に
移
っ
て
、
三
月
十
五
日
に
書
写
が
行
わ
れ
、
更
に
三
月
二
十
二
日
に
移
点
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
下
二
帖
を
用
い
て
、
仁
安
二
年
九
月
に
巻
上
の
、

翌
月
十
月
に
巻
下
の
伝
授
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
玄
法
寺
儀
軌
の
体
裁
等
を
確
認
し
て
お
く
れ
巻
上
の
法
量
は
、
縦
一
七
二
糎
、

槙
一
四
・
三
糎
、
押
界
八
行
、
界
高
一
三
・
八
糎
、
界
幅
一
・
五
糎
で
、
巻
頭
の
五
行
ほ

ど
に
朱
の
仮
名
点
の
加
点
が
あ
っ
て
、
全
巻
に
亙
っ
て
は
、
墨
の
仮
名
点
が
加
点
さ
れ

て
い
る
。
巻
上
に
お
け
る
墨
の
仮
名
点
は
、
専
ら
一
種
頬
に
従
っ
て
い
る
ら
し
く
、
異

訓
並
記
の
例
が
殆
ど
見
え
な
い
。
一
方
、
巻
下
は
、
巻
上
よ
り
も
一
回
り
小
さ
く
、
縦

一
五
・
七
度
、
横
一
三
二
ハ
糎
、
押
界
八
行
、
界
高
一
二
・
三
糎
、
界
幅
一
・
五
糎
で
あ
っ

て
、
訓
点
の
加
点
状
況
も
巻
上
と
は
異
な
り
、
全
巻
に
亙
る
朱
の
訓
点
(
宝
憶
院
点
)
と
、

全
巻
に
亙
る
墨
の
仮
名
点
、
こ
れ
も
異
訓
並
記
や
合
点
付
和
訓
が
あ
っ
て
、
巻
上
と
は

違
っ
た
加
点
状
況
が
存
す
る
。
右
に
掲
げ
た
奥
書
と
対
照
し
て
、
訓
点
の
加
点
状
況
を

推
定
し
て
み
る
と
、
巻
下
の
朱
点
(
宝
瞳
院
点
、
朱
に
も
複
数
の
系
統
が
存
す
る
。
後

述
)
　
は
、
永
久
六
年
正
月
の
伝
授
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
本
の
加

点
状
況
か
ら
右
の
推
定
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
事
態
が
あ
る
。
下
巻
の
加
点
状
況
で
、

墨
点
の
仮
名
は
、
少
な
く
と
も
二
系
統
あ
る
よ
う
で
、
漢
文
に
対
し
て
並
記
し
た
異
訓

や
、
並
記
訓
に
付
し
た
合
点
が
存
す
る
。
朱
の
宝
櫨
院
点
の
加
点
(
宝
憧
院
点
と
対
応

し
た
思
わ
れ
る
朱
仮
名
)
は
、
専
ら
右
傍
に
あ
る
が
、
墨
の
仮
名
点
が
右
傍
に
あ
る
場
合
、

こ
れ
を
避
け
る
よ
う
に
、
本
文
左
傍
に
加
点
さ
れ
た
朱
仮
名
が
、
少
な
か
ら
ず
認
め
ら

れ
る
(
後
述
)
。
こ
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
永
久
六
年
正
月
の
伝
授
に
関
係
し
て
は
、

朱
の
宝
憧
院
点
と
朱
の
左
傍
仮
名
点
、
墨
の
仮
名
点
が
加
え
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
方
が

矛
盾
が
な
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、
上
下
巻
に
共
通
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
墨
点
(
仮
名
)
は
、

永
久
六
年
三
月
の
移
点
・
伝
授
に
係
る
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
て
お
く
。

巻
上
の
巻
頭
五
行
の
失
点
(
仮
名
点
)
の
加
点
年
代
が
問
題
と
な
る
が
、
巻
頭
五
行

に
は
、
墨
仮
名
点
の
加
点
が
無
く
、
六
行
目
以
降
に
は
、
朱
仮
名
点
が
消
え
て
、
墨
仮

名
点
に
転
ず
る
の
で
、
い
ま
、
こ
れ
を
、
永
久
六
年
頃
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
巻
上
の

伝
授
の
際
の
加
点
と
見
て
お
き
た
い
。
か
か
る
本
を
使
っ
て
、
仁
安
二
年
に
、
短
期
間

に
連
続
し
て
伝
授
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
に
、
合
点
、
庵
点
が
付
さ
れ
た
可
能



性
が
あ
る
と
認
め
て
お
く
。

こ
の
玄
法
寺
儀
軌
の
巻
上
下
は
、
法
皇
が
異
な
っ
て
体
裁
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
右
の
如
く
、
墨
点
(
仮
名
)
　
の
加
点
に
は
、
上
下
巻
を
通
じ
て
加
点
さ
れ
た
、
一

具
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
朱
点
の
加
点
状
況
(
伝
授
状
況
)
が
、

巻
上
下
で
異
な
る
も
の
の
、
永
久
六
年
三
月
の
時
点
で
は
、
一
連
二
具
の
資
料
と
見

な
さ
れ
て
い
た
と
認
め
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
し
て
、
上
下
巻
の
訓
読
語

の
断
絶
や
、
重
合
を
予
測
さ
せ
る
事
態
で
あ
る
。

以
下
に
は
、
こ
の
玄
法
寺
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
現
れ
る
訓
読
語
に
つ
い
て

の
記
述
を
行
い
、
そ
の
訓
読
語
の
性
格
を
論
じ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
い
。

三
、
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
の
墨
仮
名
点
の
言
語
的
性
格
に
つ
い
て

本
稿
で
取
り
上
げ
る
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
は
、
恐
ら
く
、
永
久
六
年
三
月
の
頃
に

は
一
具
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
仁
安
二
年
九
月
と
十
月
に
伝
授
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
巻
上
に
は
加
点
さ
れ
て
い
な
い
朱
書
の
宝
瞳
院
点
が
、
巻

下
に
は
存
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の
成
立
当
初
に
は
、
巻
上
下
を
セ
ッ
ト

に
し
て
伝
授
が
連
続
的
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
巻
上
と
は
別
に
、
先
に
巻
下
だ
け

を
先
行
し
て
伝
授
し
た
証
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
巻
下
の
み
に
加
点
ざ
れ
た
朱
宝
瞳
院
点
と
墨
仮
名
点
と
に
焦
点
を
当
て

て
、
そ
の
訓
読
語
の
様
相
を
記
述
す
る
。
論
述
に
採
っ
た
方
法
は
、
巻
下
の
両
者
の
同

文
比
較
を
方
法
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
的
限
界
を
以
下
に
論
ず
る
。

稿
者
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
密
教
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
、
複
数
の
宝
瞳
院
点
加
点

の
同
一
の
儀
軌
資
料
を
、
同
文
比
較
を
行
っ
て
、
そ
の
訓
読
語
の
様
相
を
記
述
し
ょ
う

(
6
)

と
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
儀
軌
の
冒
頭
部
分
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
ヲ
コ
ト
点
法
に

対
し
て
類
型
が
あ
る
よ
う
に
帰
納
さ
れ
た
が
、
読
み
進
め
て
の
同
文
比
較
の
方
法
で
は
、

複
数
資
料
間
に
お
け
る
異
同
が
多
様
で
、
系
統
性
、
伝
承
性
、
ま
た
は
、
革
新
性
を
抽

象
化
し
て
論
じ
る
こ
と
は
勿
論
、
個
々
の
資
料
が
、
個
別
個
別
に
成
立
し
た
か
の
如
き

様
相
す
ら
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
そ
う
し
た
整
理
の
結
果
か
ら
、

天
台
宗
山
門
派
と
い
う
言
語
集
団
に
お
い
て
は
、
平
安
後
半
期
に
、
か
な
り
自
由
に
訓

読
語
が
生
成
さ
れ
る
体
質
を
持
っ
た
言
語
集
団
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
を
行
っ

た
。こ

の
結
論
は
、
現
存
資
料
で
、
調
査
の
及
ん
だ
資
料
を
取
り
上
げ
て
得
た
結
論
で
あ
っ

た
が
、
管
見
の
及
ん
だ
資
料
は
、
高
山
寺
や
東
寺
な
ど
真
言
宗
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
資

料
が
主
で
、
天
台
宗
山
門
派
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
か
の
検

討
が
出
来
な
い
場
合
が
多
く
、
天
台
宗
山
門
派
も
偏
っ
た
一
部
の
資
料
で
あ
る
可
能
性

が
残
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
の
掛
か
っ
た
資
料
で
あ
る
の
か
の
判
断
は
、
保
留

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
、
天
台
宗
山
門
派
に
お
け
る
宝
唾
院
点
資
料
の
訓
読
語
の
多
様
性
は
、
天
台
宗

山
門
派
と
い
う
宗
教
的
集
団
の
規
模
の
大
き
さ
と
流
派
分
化
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る

の
か
も
知
れ
ず
、
現
存
の
資
料
の
状
況
か
ら
の
整
理
で
は
、
同
一
流
派
の
谷
流
に
お
い

て
、
訓
読
語
が
多
様
で
平
安
後
半
期
も
、
動
的
に
訓
読
活
動
が
形
成
さ
れ
て
い
た
性
格

の
言
語
集
団
で
あ
っ
た
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

天
台
宗
山
門
派
で
は
、
種
々
の
ヲ
コ
ト
点
が
使
わ
れ
て
、
ヲ
コ
ト
点
法
か
ら
も
多
様

性
を
示
す
が
、
例
え
ば
、
こ
れ
も
加
点
例
の
多
い
、
仁
都
波
迦
点
資
料
と
宝
櫨
院
点
資

料
と
を
比
較
し
、
両
者
の
言
語
特
徴
を
抽
象
化
し
て
、
点
法
問
で
の
言
葉
の
質
の
違
い

を
記
述
し
ょ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
が
多
様
で
、
充
分
な
成
果
が
得
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

以
下
に
、
宝
瞳
院
点
の
訓
読
語
と
仮
名
点
の
訓
読
語
の
比
較
を
試
み
よ
う
と
す
る
意

図
は
、
仮
名
点
の
訓
読
語
に
予
見
さ
れ
る
言
語
的
な
一
性
格
に
も
よ
る
。
密
教
関
係
書

(
7
)

の
仮
名
点
の
言
語
的
性
格
の
一
端
は
、
既
に
、
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
加
点

資
料
に
対
し
て
、
仮
名
点
資
料
群
内
に
は
、
当
代
的
言
語
事
象
の
現
れ
る
資
料
が
存
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
勿
論
、
仮
名
点
資
料
の
全
て
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
一
部
に
は
新
た
な
言
語
変
化
を
如
実
に
取
り
入
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
平
安
後
半



期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
仮
名
点
は
、
謂
わ
ば
、
伝
統
的
な
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
す
る
、

あ
る
意
味
保
守
的
な
資
料
的
制
約
を
脱
し
て
、
伝
統
に
束
縛
さ
れ
な
い
訓
読
語
が
出
現

す
る
側
面
を
持
っ
た
資
料
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
仮
説
を
提
示
し
た
こ
と
が

あ
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
仮
名
点
に
お
け
る
現
象
と
は
と
て
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
点
に
対
す
る
評
価
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
仮
名
点
の
資
料
性
の
こ
と
は
、

当
然
な
が
ら
、
未
だ
、
実
証
を
果
た
し
て
は
い
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
十
二
世
紀
か
ら

十
三
世
紀
に
掛
け
て
、
そ
れ
ま
で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
ヲ
コ
ト
点
が
、
一
部
を
除
い

(
8
)

て
衰
退
に
向
か
い
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
仮
名
点
の
資
料
が
増
加
す
る
。
以
下
に
も

触
れ
る
如
く
、
そ
れ
ま
で
の
ヲ
コ
ト
点
を
、
片
仮
名
に
置
き
換
え
た
資
料
、
質
的
に
は

ヲ
コ
ト
点
資
料
の
訓
読
語
と
同
質
だ
と
判
断
さ
れ
る
資
料
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

ヲ
コ
ト
点
資
料
の
系
統
を
引
か
な
い
仮
名
点
資
料
が
現
れ
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。

仮
名
点
資
料
を
中
心
に
博
捜
し
て
、
実
証
す
べ
き
で
あ
る
が
、
稿
者
は
い
ま
、
即
座
に
は
、

そ
の
用
意
が
な
い
。

さ
て
、
本
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
に
は
、
朱
の
宝
憶
院
点
と
墨
の
仮
名
点
が
存
す
る
。
こ

れ
ら
の
並
記
箇
所
を
中
心
と
し
て
、
訓
読
の
様
相
を
検
討
し
、
先
ず
、
墨
仮
名
点
の
資

料
的
性
格
を
求
め
て
み
る
。
し
か
る
後
に
同
文
比
較
法
の
研
究
上
の
限
界
を
提
示
し
て

み
よ
う
と
思
う
。

最
初
に
、
朱
点
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
朱
点
に
は
、
訓
点
が
並
記
さ
れ
た
場
合
が

あ
っ
て
、

1
、
四
実
朝
引
可
蓮
花
と
計
叫
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
瞳
院
点
)

四
賓
到
蓮
花
(
と
)
創
引
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
仮
名
点
)

セ

(
右
は
、
朱
点
の
み
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、
同
一
箇
所
に
加
点
さ
れ
た
墨
仮

名
点
は
割
愛
し
た
。
以
下
3
例
ま
で
は
同
じ
)

2
、
聖
者
の
安
住
咄
引
珊
瑚
金
剛
叫
u
可
不
可
壊
な
り
、
司
一
味
を
行
(
彰
)
司
。
(
高

山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
憧
院
点
)

3、

引
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
仮
名
　
　
点
)

堅
固
意
は
右
に
し
て
賓
に
せ
よ
。
掲
磨
金
剛
印
に
せ
よ

き前
の
印
に
し
て
詣
t

輪
合
至
せ
よ
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
憶
院
点
)

堅
固
意
ヲ

ハ
右
賓
こ
掲
磨
金
剛
印
ヲ
前

(
の
)
印
(
に
し
て
)
諸
輸
合
(
せ
よ
)

(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
仮
名
点
)

の
如
く
で
あ
っ
て
、
朱
点
に
も
、
.
最
低
、
二
系
統
の
訓
読
語
が
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
知
れ
る
。
即
ち
、
朱
点
に
は
、
宝
瞳
院
点
系
の
訓
読
語
と
、
朱
仮
名
点
系
の
訓
読

語
が
重
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

墨
仮
名
点
に
も
複
数
の
系
統
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
墨
仮
名
の
並
記
の
一
方

に
、
合
点
が
存
し
、
合
点
付
の
仮
名
点
が
、
朱
の
宝
憧
院
点
と
叶
う
場
合
が
あ
る
。
例

え
ば
、4

、
難
賓
を
も
て
地
を
荘
-
巌
叫
剥
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
憧
院
点
)

雑
貨
ヲ
モ
テ
地
ヲ
荘
厳
＼
叫
剖
[
右
、
荘
厳
叫
男
]
[
太
感
服
珂
]
(
高
山
寺
蔵
玄

法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

5
、
聖
者
の
安
住
せ
る
所
は

(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
櫨
院
点
)

6

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

聖
者
ノ
安
住
＼
叫
叫
[
ィ
要
住
セ
ル
]
珂
司
l
l
「
痍
ナ
リ
]
(
高
山
寺
蔵
玄

＼
コ
ロ

法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

威
猛
の
瓔
廿
)
、
囲
緯
せ
l
り
l
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
宝
憧
院
点
)

威
猛
こ
シ
テ
国
摸
、
増
刊
[
ィ
、
固
続
ナ
リ
]
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮

聖
者
(
の
)

安
住
ス
ル
所
ナ
リ

ロ

金
-
剛
1
1
不
-
可
-
壊
(
な
り
)
行
=
功
剣
ヨ
昧
ナ

名
点
)

な
ど
の
例
が
あ
っ
て
、
合
点
付
墨
仮
名
点
は
、
朱
宝
櫨
院
点
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る

一l方、7
、
大
白
蓮
花
の
坐
劃
せ
引
[
ィ
、
坐
ア
l
引
]
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
失
点
)

大
白
蓮
花
ノ
坐
、
誹
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

8
、
金
剛
の
印
固
緯
(
せ
)
u
嘲
剥
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

金
剛
ノ
印
園
繰
、
可
剖
「
国
緯
(
せ
し
)
刃
到
]
(
高
山
等
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・



墨
仮
名
点
)

な
ど
の
例
も
あ
る
。
用
例
7
で
は
、
付
合
点
の
「
ナ
リ
」
は
、
朱
点
に
は
見
え
な
い
。

用
例
8
で
は
、
朱
の
宝
瞳
院
点
は
、
墨
の
付
合
点
の
訓
読
に
は
合
わ
ず
、
墨
の
別
訓
に

合
致
し
て
い
る
。
合
点
は
付
さ
れ
な
い
が
、

9
、
藩
は
拳
に
し
て
三
輪
を
紆
ベ
l
剥
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

恵
(
は
)
拳
(
に
し
)
テ
三
輪
ヲ
紆
可
剖
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

き

l
q
前
の
印
に
し
て
諸
-
輪
合
至
せ
よ
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

キ前
ノ
印
こ
シ
テ
諸
輪
台
セ
ヨ
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

な
ど
の
例
が
あ
っ
て
、
朱
の
宝
瞳
院
点
の
訓
読
と
合
致
す
る
墨
仮
名
点
の
訓
読
が
存
す

る
。
ま
た
、
庵
点
の
付
さ
れ
た
墨
仮
名
点
の
訓
読
も
あ
っ
て
、

日
、
此
の
字
門
窯
品
コ
の
コ
慧
乱
は
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

此
ノ
字
門
(
退
)
こ
ヨ
薗
死
ハ
「
住
(
し
)
へ
ヌ
レ
ハ
[
者
]
〓
高

山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

は
、
右
に
醐
尋
剖
岡
引
u
相
ひ
腎
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

ヲ
旋
ラ
シ
テ
「
、

の
如
く
、
墨
の
付
庵
点
の
訓
読
は
、

.
噴
き
輪
「
シ
テ
]
相
(
ひ
)
笥
剖
[
ィ
感
刊
]
。

ツ

ヽ

　

　

　

　

　

「

ツ

(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

朱
点
の
訓
読
と
は
異
な
り
、
墨
別
訓
の
訓
読
が
、

朱
点
の
訓
読
に
通
ず
る
。

以
上
の
同
文
比
較
に
よ
っ
て
、
厳
密
に
は
、
朱
の
宝
瞳
院
点
の
訓
読
が
、
墨
の
仮
名

点
の
並
記
訓
に
合
致
し
な
い
例
も
存
す
る
の
で
、
朱
の
宝
瞳
院
点
の
訓
読
が
、
墨
の
仮

名
点
の
並
記
訓
の
一
方
に
、
.
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

同
文
比
較
の
方
法
に
拠
れ
ば
、
墨
の
仮
名
点
の
訓
読
の
系
統
と
し
て
は
、
朱
の
宝
瞳
院

点
の
訓
読
に
重
な
る
場
合
も
多
く
、
類
似
し
た
系
統
の
も
の
を
引
い
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
墨
仮
名
点
は
、
革
新
的
で
当
代
的
な
言
語
事
象
を
反

映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
資
料
に
加
点
の
宝
瞳
院
点
の
訓
読
語
と
は
出
入
り
が
あ
っ

て
異
な
る
が
、
保
守
的
と
も
言
う
べ
き
天
台
宗
山
門
派
の
訓
読
語
の
質
的
系
統
を
引
い

た
仮
名
点
の
実
例
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

実
際
に
は
、
同
文
的
な
異
同
も
多
数
存
し
て
、
出
入
り
が
多
く
、
巻
下
と
い
う
同
一

紙
面
上
の
漢
文
に
、
質
の
近
い
天
台
宗
山
門
派
系
と
思
わ
れ
る
訓
読
の
数
種
が
垂
合
し

て
存
在
し
て
い
る
と
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

四
、
漢
文
訓
読
語
研
究
に
お
け
る
同
文
比
較
法
の
限
界
と
同
一
資
料
内
に
お
け

る
文
体
差

本
稿
に
取
り
上
げ
て
い
る
高
山
寺
蔵
の
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
に
は
、
朱
の
宝
瞳
院
点
の

訓
読
と
は
異
な
る
、
墨
の
仮
名
点
で
、
主
と
し
て
並
記
さ
れ
た
訓
点
が
存
す
る
。
以
下

に
は
、
巻
下
を
対
象
に
、
宝
瞳
院
点
の
訓
読
(
左
傍
の
朱
仮
名
点
は
、
い
ま
、
考
慮
の

外
と
す
る
)
と
は
異
な
る
と
判
断
さ
れ
る
墨
仮
名
点
の
訓
読
語
の
相
対
的
異
同
例
の
内
、

二
事
象
を
取
り
上
げ
て
記
述
し
て
み
る
。

ま
ず
、
敬
語
表
現
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

相
、
安
住
し
て
盤
石
に
砂
亜
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

巨
l

安
住
シ
テ
盤
石
こ
在
ス
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

右
の
例
は
、
一
詞
の
訓
に
お
け
る
尊
敬
語
の
出
現
で
あ
る
が
、
巻
下
全
巻
を
通
じ
て
、
詞

の
訓
の
敬
語
表
現
に
お
け
る
異
同
の
確
例
が
出
現
す
る
の
は
、
右
の
例
の
み
で
あ
る
。

朱
宝
瞳
院
点
に
は
、
「
言
ま
　
(
は
)
　
く
　
(
三
六
ウ
4
・
碓
例
で
は
な
い
)
」
　
「
言
ま
は
く

(
四
〇
オ
1
)
し
「
日
ま
は
く
(
四
三
オ
1
)
L
な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ

に
対
す
る
墨
仮
名
点
の
訓
読
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

読
涜
語
の
敬
語
表
現
は
、
墨
左
傍
仮
名
点
に
、

ち

　

よ

堕
化
悌
口
(
返
〉
従
り
出
ツ
[
捕
、
出
ツ
]
[
興
出
テ
列
可
列
]
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀

イ

軌
巻
下
二
〇
オ
1
)

の
例
が
あ
る
。
中
途
の
部
分
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
巻
末
近
く
に
は
、
墨
左
傍
仮
名
点
、

朱
点
に
使
用
例
が
集
中
し
て
出
現
し
、

堕
古
俳
の
開
-
漬
し
た
l
ま
l
粛
[
輿
開
演
(
し
当
∃
1
ル
]
所
な
り
(
高
山
寺
蔵

0

1



玄
法
寺
儀
軌
巻
下
四
三
ウ
1
)

堕
現
在
の
諸
の
如
来
救
世
の
諸
の
菩
薩
大
乗
教
垂
を
断
せ
不
(
し
)
て
殊
勝
(
の
)

位
垂
に
到
〈
訓
二
り
)
村
ま
引
鼠
唯
し
[
墾
唯
]
願
(
は
く
)
は
衆
天
衆
決
定
(
し
)

タ
ヽ

て
我
(
を
)
認
知
し
村
ま
l
旦
各
の
富
に
所
l
安
(
近
)
に
随
(
ひ
)
夕
l
可
列
て
後

に
復
(
た
〓
表
,
超
を
垂
(
れ
)
増
割
判
[
富
]
西
野
シ
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

四
六
オ
6
)

の
如
き
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
出
現
個
所
が
限
ら
れ
た
も
の
で
、
巻
下
も
、

巻
末
近
く
に
集
中
し
て
現
れ
、
そ
の
他
の
部
分
と
の
漢
文
訓
読
語
文
体
の
差
が
認
め
ら

れ
る
。巻

下
の
偏
在
は
、
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語
基
調
の
気
質
的
な
違
い
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
、
原
漢
文
脈
に
・
対
応
し
て
の
訓
読
語
文
体
の
偏
侍
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
事
象
の
解
釈
と
し
て
は
、
か
か
る
二
つ
の
次
元
の
レ
ベ
ル
の
訓

読
語
の
異
同
が
存
す
る
と
仮
定
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
同
文
比
較
法
か
ら
だ
け
で
は
見

え
な
い
文
体
的
な
偏
在
の
姿
で
、
後
に
再
説
す
る
。

以
上
の
墨
点
の
検
討
は
、
読
添
え
の
敬
語
が
、
巻
下
中
に
偏
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
の
確
認
と
、
偏
在
傾
向
を
根
拠
に
、
朱
点
(
宝
瞳
院
点
)
と
訓
読
語
基
調
を
共
に
す

る
と
認
め
た
も
の
で
、
読
添
え
の
敬
語
の
観
点
か
ら
は
、
同
文
比
較
的
に
融
用
例
異
同

が
存
し
、
出
入
り
が
あ
っ
て
、
朱
点
・
墨
点
は
、
別
々
な
訓
読
法
と
整
理
、
記
述
さ
れ

て
も
、
朱
墨
の
訓
読
語
が
異
質
な
も
の
で
は
無
い
こ
と
を
示
し
た
例
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

続
い
て
、
読
添
語
「
シ
ム
」
　
の
有
無
に
つ
い
て
、
用
例
を
掲
げ
る
。
ま
ず
、
墨
点
に

読
添
語
「
シ
ム
」
が
認
め
ら
れ
る
例
は
、

ヒ
ー
フ

口
、
内
心
に
蓮
l
花
敷
け
吋
引
[
左
薮
ケ
リ
]
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

サ

内
心
二
蓮
花
数
ニ
セ
ヨ
{
左
、
敷
カ
シ
l
刃
ヨ
l
]
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮

サ

名
点
)

の
例
な
ど
で
、
「
復
次
秘
蜜
主
(
巻
下
七
ウ
5
)
」
　
に
始
ま
る
部
分
に
次
い
で
、
漢
文
本

文
第
六
句
に
現
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
量
蒼
羅
の
第
二
壇
の
描
像
法
に
つ
い
て

の
記
述
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。
左
傍
の
墨
仮
名
点
に
助
動
詞
「
シ
ム
」
　
の
読
添
え
が
確

認
さ
れ
る
が
、
同
文
的
に
は
異
同
が
あ
る
。

1
8
、
金
剛
鎖
を
持
執
叫
剥
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

金
剛
錬
ヲ
持
執
(
せ
L
J
　
メ
ヨ
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

右
の
例
1
8
は
、
「
商
掲
羅
(
巻
下
九
オ
1
)
」
の
措
像
法
の
一
部
で
、
朱
宝
憧
院
点
に
は
、

助
動
詞
「
シ
ム
」
が
読
添
え
ら
れ
な
い
が
、
墨
仮
名
点
に
は
、
「
シ
ム
」
の
読
添
え
が
あ
る
。

1
9
、
元
量
の
衆
圏
続
ぜ
引
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

元
量
ノ
衆
図
綴
l
(
せ
)
　
珂
刃
剖
[
左
、
囲
擁
＼
セ
ヨ
]
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

墨
仮
名
点
)

こ
の
例
は
、
以
下
に
掲
げ
た
例
2
2
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
「
降
三
世
」
に
関
す
る
描
像

法
で
、
「
元
量
衆
」
を
「
隆
三
世
」
に
園
節
し
て
描
像
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
文
脈
で

あ
る
。輿

衆
の
器
械
を
操
-
持
嘲
引
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

カ

イ

　

　

　

　

　

サ

ウ

衆
ノ
器
.
誠
(
上
)
　
(
を
)
操
持
(
せ
「
封
l
刃
剖
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮

名
点
)

な
ど
の
例
を
初
め
と
し
て
、
墨
仮
名
点
に
助
動
詞
「
シ
ム
」
を
読
添
え
た
例
が
存
す
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

封
、
微
笑
(
し
)
て
同
(
し
)
く
脂
仰
せ
よ
l
[
左
、
階
仰
セ
シ
メ
ヨ
]
(
高
山
寺
蔵
玄

11

法
寺
儀
軌
・
朱
点
)

七
ム

微
笑
シ
テ
同
(
し
)
　
ク
澹

カ

ウ

　

　

1

.

(
平
)
仰
㌦
董
セ
シ
メ
ヨ

.
し

[
左
、
瞳
仰
セ
ヨ
]
(
高
山
寺
蔵

玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

右
の
例
は
、
「
部
母
忙
葬
鶏
(
巻
下
八
ウ
6
)
」
の
描
像
法
の
一
部
で
、
朱
点
に
も
、
墨

点
に
も
同
様
の
異
訓
が
あ
る
が
、
墨
の
右
傍
訓
と
朱
仮
名
の
左
傍
訓
が
通
ず
る
例
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
同
文
比
較
の
例
か
ら
は
、
朱
墨
に
異
同
が
あ
っ
て
、
墨
点
の
方
に
「
シ
ム
」

の
存
す
る
こ
と
を
示
し
た
事
象
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

こ
れ
と
は
別
の
観
点
・
視
点
に
立
っ
て
、
個
別
個
別
の
個
所
に
つ
い
て
同
文
比
較
を



行
う
の
で
は
な
く
、
全
巻
に
お
け
る
偏
在
と
い
う
観
点
・
視
点
か
ら
の
分
析
を
行
え
ば
、

墨
点
に
助
動
詞
「
シ
ム
」
　
の
読
添
え
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
巻
下
も
前
半
か
ら
中
程
に

掛
け
て
で
、
後
半
に
は
出
現
が
稀
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
る
。

星
点
に
お
け
る
「
シ
ム
」
の
読
添
え
と
は
逆
に
、
朱
の
宝
瞳
院
点
に
お
い
て
、
読
添

語
「
シ
ム
」
が
出
現
し
、
同
文
的
に
は
、
ノ
墨
仮
名
点
に
「
シ
ム
」
が
現
れ
な
い
例
が
拾

え
る
。
初
出
例
は
、
巻
下
の
最
初
、
例
4
に
掲
げ
た
も
の
で
、
「
地
蔵
尊
(
巻
下
一
オ
4
)
」

の
描
像
法
を
説
い
た
部
分
で
あ
る
。

輿
三
重
の
日
毎
四
面
の
牙
現
せ
u
瑚
剥
[
左
、
現
セ
リ
〓
高
山
等
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

朱
点
)

下

三
日
四
芽
(
上
濁
)
現
せ
引
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

こ
の
例
2
2
は
、
「
盆
怒
降
三
世
推
伏
大
都
者
、
月
献
尊
(
巻
下
九
オ
3
・
4
)
」
の
措
像

法
の
一
部
で
、
右
に
掲
げ
た
宝
瞳
院
点
に
、
助
動
詞
「
シ
ム
」
の
読
添
え
ら
れ
な
い
例
と
、

同
様
の
文
脈
に
現
れ
る
。
.
ま
た
、
こ
の
例
は
、
巻
下
も
前
半
の
九
オ
4
に
出
現
す
る
。

軍
費
冠
し
[
右
、
貿
冠
こ
ハ
]
金
剛
を
持
(
せ
)
り
瑚
剥
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

朱
点
)

貿
冠
シ
テ
金
剛
ヲ
持
」
到
「
男
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

セ

　

H

ソ

こ
の
例
も
、
措
像
法
を
示
し
た
個
所
で
、
「
肪
三
世
(
一
二
ウ
8
)
」
の
姿
を
説
い
た
部

分
で
あ
る
。

み

輿
天
衆
目
(
ら
)
国
縫
」
ぜ
)
〕
め
封
[
左
面
鏡
セ
リ
〓
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

朱
点
)

オ
ノ
ツ
カ

天
衆
目
　
ラ
囲
緯
セ
l
用
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
仮
名
点
)

例
2
4
は
、
や
は
り
、
量
蒼
羅
の
括
像
法
で
、
「
帝
繹
天
(
三
三
オ
3
)
」
の
描
像
に
関
す

る
部
分
で
あ
る
。
朱
宝
瞳
院
点
の
方
に
助
動
詞
「
シ
ム
」
　
の
読
添
え
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
は
、
失
点
に
「
シ
ム
」
　
の
読
添
語
の
あ
る
例
と
纏
め
ら
れ
て
、
墨
点

と
は
異
質
で
あ
る
と
整
理
ざ
れ
る
が
、
同
文
比
校
法
に
よ
っ
て
、
墨
点
の
方
に
「
シ
ム
」

が
あ
る
と
し
た
例
2
1
ま
で
の
整
理
と
、
同
文
比
較
に
依
存
し
て
、
朱
点
墨
点
の
性
格
を

傾
向
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
両
者
に
は
矛
盾
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。

視
点
を
変
え
て
、
同
文
的
に
で
は
な
く
、
巻
下
の
全
体
を
見
渡
し
て
分
析
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
朱
墨
の
出
入
り
の
例
は
、
巻
下
初
か
ら
出
現
し
て
、
整
然
と
で
は
な
い
が
、

巻
下
初
か
ら
中
程
に
向
か
っ
て
現
れ
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
巻
下
に
は
、
朱
点
、
墨
点
共
に
、
助
動
詞
「
シ
ム
」
を
託
添
え
た
同
文
的
箇

(
9
)

所
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
同
文
比
較
法
の
レ
ベ
ル
で
の
解
釈
で
は
、
共

に
出
現
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
「
シ
ム
」
　
の
有
無
に
出
入
り
が
あ
っ
て
多
様
な
対
応
を

見
せ
る
と
結
論
さ
れ
て
、
両
点
の
訓
読
語
の
異
質
、
同
質
の
方
向
性
は
示
さ
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
即
ち
、
朱
点
・
墨
点
の
同
文
比
較
の
結
果
を
整
理
す
れ
ば
、
単
に
、
朱
点
の

み
に
現
れ
る
個
所
も
あ
る
、
墨
点
の
み
に
現
れ
る
個
所
も
あ
る
、
共
に
、
出
現
す
る
個

所
も
あ
る
と
実
態
が
記
述
さ
れ
る
だ
け
で
、
朱
点
・
墨
点
の
訓
読
語
の
質
は
抽
象
化
で

き
な
い
。

し
か
し
、
朱
点
・
墨
点
の
全
体
的
な
基
調
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
同
文
的
出
入
り
の

問
題
を
超
え
て
、
両
者
は
、
同
一
基
調
に
あ
っ
て
、
巻
全
体
で
は
、
同
様
の
偏
在
傾
向

が
指
摘
さ
れ
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

後
半
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
ホ
時
薄
伽
梵
　
(
巻
下
三
六
ウ
4
)
」
と
あ
る
行
頭
部
分
に

朱
丸
「
●
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
部
分
と
、
以
降
と
を
区
分
し
て
い
る
と
解
釈
さ

(
-
0
)

れ
る
印
が
認
め
ら
れ
る
。
今
、
仮
に
、
「
●
」
印
以
降
、
巻
末
(
四
七
オ
5
)
ま
で
を
取

り
上
げ
て
み
る
。
「
合
し
印
以
前
の
漠
文
体
と
の
異
同
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

朱
墨
を
通
じ
て
、
読
添
語
「
シ
ム
」
　
が
出
現
す
る
の
は
、

輿
三
角
に
し
て
威
[
担
、
威
喜
]
焔
撃
に
せ
よ
[
左
、
輩
ア
ラ
可
刃
ヨ
l
]
(
高
山
寺

蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
・
朱
左
傍
仮
名
)

の
一
例
の
み
で
、
朱
一
の
左
傍
仮
名
点
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

巻
下
に
お
け
る
訓
読
語
の
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
訓
読
語
の
基
調
と
し
て
、

巻
下
全
体
が
、
同
一
質
の
も
の
な
の
か
、
巻
下
の
部
分
部
分
に
よ
っ
て
質
の
異
な
り
が

あ
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
「
●
」
印
以
降
の
部
分
は
、
庶
漢
文
の
記
述
内
容
、

21



記
述
態
度
に
は
、
前
半
部
分
と
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
同
質
の
記
述
内
容
を

持
っ
た
原
漢
文
に
対
し
て
、
原
漠
文
体
に
左
右
さ
れ
難
い
日
本
語
と
し
て
の
訓
読
語
の

基
調
が
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な

い
。
即
ち
、
訓
読
文
体
の
偏
り
も
、
原
漢
文
の
記
述
内
容
に
左
右
さ
れ
る
も
の
と
日
本

語
側
の
訓
読
語
基
調
に
左
右
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
が
存
す
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

右
の
比
較
例
は
、
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
に
お
け
る
朱
宝
瞳
院
点
と
墨
点
と
の

同
文
的
な
比
較
を
軸
に
し
て
、
読
添
語
の
出
現
の
有
無
に
注
目
し
て
の
二
事
象
の
記
述

で
あ
る
。
同
文
的
な
比
較
で
は
各
個
所
ご
と
に
出
入
り
が
存
し
て
い
る
か
ら
、
積
極
的

に
は
同
質
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
結
論
さ
れ
寸
っ
が
、
観
点
を
変
え
、
巻
全
体
で

の
分
布
状
況
の
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
前
半
部
分
・
中
程
部
分
は
、
同
様
の
質
と
思
わ
れ

る
原
漢
文
の
部
分
に
共
に
分
布
存
在
す
る
も
の
で
朱
墨
同
質
性
の
解
釈
を
支
え
る
こ
と

に
も
な
り
、
ま
た
、
全
巻
的
な
視
点
か
ら
は
、
日
本
語
側
の
原
因
が
強
い
と
思
わ
れ
る
、

前
半
部
分
・
中
程
部
分
と
、
「
●
」
以
降
の
後
半
部
分
と
の
異
質
性
を
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

右
の
視
点
で
の
分
析
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の

理
解
か
ら
の
発
展
的
問
題
は
、
原
漠
文
体
に
左
右
さ
れ
る
訓
読
語
基
調
が
共
時
的
に
ど

こ
ま
で
拡
が
り
う
る
の
か
、
適
時
的
に
は
、
ど
の
時
代
ま
で
維
持
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

共
時
的
に
日
本
語
訓
読
語
基
調
に
原
因
の
あ
る
事
象
が
ど
う
分
布
し
て
い
た
の
か
、
通
.

時
的
に
は
ど
の
訓
読
語
基
調
が
ど
う
広
ま
り
、
も
う
一
方
の
訓
読
語
基
調
が
ど
う
淘
汰

ざ
れ
て
い
っ
た
の
か
が
問
題
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
訓
読
文
体
に
お
け
る
原
漢
文
体
の
影
響

検
討
対
象
を
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
上
巻
に
ま
で
拡
げ
て
、
原
漠
文
体
の
訓
読
語

基
調
に
対
す
る
影
響
を
細
述
し
て
み
る
。

ま
ず
、
前
節
に
取
り
上
げ
た
二
言
語
事
象
を
中
心
に
、
巻
上
の
墨
仮
名
点
の
訓
読
語

に
つ
い
て
記
述
す
る
。

敬
語
表
現
に
つ
い
て
は
、
巻
上
に
お
い
て
は
、
巻
下
に
比
べ
て
盛
ん
に
現
れ
る
。
詞

の
訓
の
敬
語
表
現
は
、

へ

準
、
諸
俳
、
一
[
於
〓
刑
l
こ
現
ニ
(
し
た
ま
)
7
ト
思
惟
三
シ
諦
(
か
)
ニ
自
身
其
ノ

ミ
匪
圧所

二
一
在
ニ
(
り
)
　
テ
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

2
7
、
普
光
浮
月
輪
、
清
浄
こ
シ
テ
詣
ノ
垢
ヲ
離
(
れ
)
タ
ル
。
中
二
本
尊
ノ
形
都
祁
(
高

山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

ト
ド
P

墾
次
二
富
二
一
切
ノ
俳
□
所
生
ノ
子
ヲ
挿
(
す
)
[
富
]
　
(
補
説
〉
シ
(
高
山
寺
蔵
玄
法

寺
儀
軌
巻
上
)

k

レ

ト

ト

1

2
9
▼
皆
海
曹
ノ
衆
(
翌
有
　
テ
端
屈
ノ
位
こ
圀
続
シ
タ
マ
ヘ
リ
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺

儀
軌
巻
上
)

右
の
如
き
例
が
出
現
す
る
。
敬
語
表
現
と
し
て
は
、
漢
文
本
文
の
用
字
の
直
読
例
と
判

タ
ヽ

断
さ
れ
る
が
、
漢
文
本
文
に
依
存
し
た
「
戴
ケ
リ
(
二
六
ウ
8
)
」
が
存
す
る
。
巻
下

に
比
べ
て
、
極
端
に
多
く
の
例
が
拾
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
巻
上
の
訓
読
語
の
方
が
、

詞
の
敬
語
表
現
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

読
添
語
の
敬
語
も
、
巻
初
か
ら
用
例
が
密
で
、

ナ
カ

3
0
、
満
ト
分
ト
ノ
浮
-
法
身
枇
慮
遮
那
遍
照
.
∵
望
智
ノ
妙
党
光
明
眼
ノ
修
ク
贋
キ
コ
ト

n
J

l

猶
シ
青
蓮
葉
ノ
若
(
く
)
ナ
ル
ヲ
関
数
(
し
た
ま
)

ヘ
ル
こ
蹄
命

1
.
.
「
誉
〕
」

外
山
。
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
巻
初
朱
仮
名
点
)

墾
妙
香
花
、
種
種
ノ
勝
妙
荘
厳
ノ
具
〈
芭
ヲ
布
-
散
二
シ
本
尊
妙
印
法
上
ヲ
脂
-
仰
中
シ

タ
テ

マ
ツ
ル
ト
虔
誠

(
し
)
　
テ
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

3
2
、
即
(
ち
)
能
ク
十
方
ノ
悌
ヲ
礼
(
し
た
て
ま
)
ツ
ル
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

輿
十
方
三
世
ノ
偶
ノ
三
種
ノ
常
身
ト
正
法
戒
ト
、
勝
原
菩
提
ノ
大
心
衆
一
ト
ヲ
南

無
二
(
し
た
て
ま
)
ツ
ル
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

右
の
諸
例
は
、
巻
上
巻
頭
よ
り
二
丁
程
を
取
り
上
げ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

二
丁
は
ど
の
問
に
は
、
右
の
例
以
外
に
更
に
、
三
例
の
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
、

謙
譲
の
補
助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
の
読
添
語
が
認
め
ら
れ
る
。
巻
上
の
巻
初
は
、
.
「
供



養
方
便
含
第
一
」
　
で
以
下
巻
上
九
オ
7
ま
で
続
く
が
、
こ
の
部
分
で
は
敬
語
の
読
添
語

が
頻
出
す
る
。
「
菩
提
憧
密
印
瞭
臓
畳
茶
羅
晶
之
二
」
以
下
は
、
方
書
的
に
な
っ
て
、

供
養
念
話
法
、
観
想
法
な
ど
の
記
述
と
な
り
、
読
添
え
の
敬
語
は
、
頻
出
は
し
な
い
。

右
の
結
果
を
見
れ
ば
、
巻
下
に
比
べ
て
、
詞
の
敬
語
表
現
が
発
達
し
て
い
る
と
か
、

読
添
え
の
敬
語
も
、
巻
初
に
集
中
的
に
現
れ
て
、
偏
在
傾
向
が
あ
る
と
整
理
さ
れ
よ
う
。

こ
の
纏
め
に
従
え
ば
、
巻
下
と
の
漢
文
訓
読
語
の
文
体
差
、
巻
上
内
に
お
け
る
部
分
部

分
の
文
体
差
が
あ
る
も
の
と
帰
納
、
結
紛
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
文
体
差
の
背
景
が
問
題

で
あ
る
。
評
価
の
視
点
の
問
題
で
あ
る
が
、
前
節
に
は
、
巻
下
を
取
り
上
げ
て
、
や
は

り
、
巻
下
の
部
分
部
分
に
よ
っ
て
、
文
体
の
偏
り
が
あ
る
と
い
う
傾
向
性
を
、
二
つ
の

レ
ベ
ル
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
た
。
即
ち
、
傾
向
性
の
偏
り
に
は
、
原
漢

文
の
部
分
部
分
の
主
題
や
記
述
内
容
な
ど
、
原
漢
文
に
素
因
が
あ
る
と
認
め
る
レ
ベ
ル

と
、
「
●
」
印
を
境
に
、
日
本
語
と
し
て
の
訓
読
語
基
調
を
異
に
し
て
、
一
巻
中
に
文
体

差
を
生
じ
た
次
元
の
も
の
が
あ
る
と
認
め
た
。

巻
上
の
文
体
の
、
下
巻
と
の
異
同
、
巻
上
内
の
偏
り
は
、
前
提
と
し
て
存
在
す
る
原

漢
文
そ
の
も
の
に
依
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
巻
上
の
巻
初
は
、
仏
・
菩
薩
を
主
題
と
す

る
文
章
が
存
在
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
尊
敬
・
謙
譲
の
表
現
が
多
出
す
る
。
「
菩
提
憧

密
印
標
臓
里
奈
羅
晶
之
二
」
以
降
は
、
巻
下
と
同
様
に
万
雷
的
性
格
の
強
い
文
章
で
、

巻
下
と
同
様
に
、
敬
語
表
現
が
散
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
に
お
け
る
訓
読
語
の
偏
在
状
況
の
記
述
が
首
肯
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
漢
文
訓
読
語
の
文
体
の
成
立
は
、
原
漢
文
か
ら
の
訓
読

表
現
へ
の
制
約
を
受
け
て
表
現
さ
れ
る
素
因
が
強
い
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
.
訓
読

語
を
支
え
る
基
調
と
し
て
、
原
漢
文
に
対
す
る
巻
上
中
の
偏
在
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

な
言
語
面
で
の
姿
勢
に
差
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

読
添
語
「
シ
ム
」
　
に
つ
い
て
も
、

鋼
、
富
ニ
[
於
]
元
垢
ノ
虞
〈
匹
に
至
(
り
)
テ
清
浄
法
界
ノ
身
一
こ
安
住
ニ
ス
ル
コ
ト

ヲ
酔
二
羽
ム
l
[
嘗
]
(
河
的
)
シ
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

へ

右
の
例
に
お
け
る
文
脈
は
、
如
来
に
対
す
る
誓
願
の
一
部
で
、
巻
下
の
よ
う
な
描
像
法

等
の
方
書
的
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、

輿
即
(
ち
)
元
尼
尊
二
同
(
L
か
ら
)
可
メ
l
」
よ
l
当
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

の
例
は
、
如
来
の
念
話
法
の
一
部
と
思
し
く
、
処
方
的
記
述
部
分
の
一
部
で
、
巻
下
の

中
心
的
記
述
内
容
で
あ
る
里
奈
羅
の
描
像
法
と
一
脈
通
ず
る
記
述
で
あ
る
。

墾
其
(
の
)
上
こ
大
蓮
花
ア
ラ
珂
刃
司
　
妙
色
金
剛
ノ
聾
ア
ラ
可
メ
l
剖
(
高
山
寺

蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

例
3
6
は
、
彙
茶
羅
の
描
法
と
思
し
き
箇
所
で
、
描
画
の
処
方
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。

巻
下
の
分
析
で
も
記
し
た
如
く
、
儀
軌
の
万
雷
的
性
格
の
色
濃
い
部
分
に
出
現
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
、
読
添
語
「
シ
ム
」
　
の
出
現
も
、
訓
読
語
の
背
景
的
存
在
と
し
て
存

す
る
原
漢
文
の
文
体
の
質
に
よ
る
制
限
が
存
す
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

助
動
詞
「
シ
ム
」
　
の
出
現
に
関
連
し
て
、
第
一
義
的
に
原
漢
文
の
制
約
上
に
成
立
す

る
漢
文
訓
読
語
の
文
体
へ
の
影
響
は
、

輿
救
掻
シ
踪
依
シ
テ
解
脱
(
竺
(
せ
)
升
常
二
軍
l
詣
ノ
含
識
ヲ
利
益
ス

[
富
]
恵
-
シ
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

粥
、
麒
ハ
凡
夫
ノ
所
住
ノ
慮
(
逆
ヲ
常
連
こ
衆
苦
所
集
ノ
身
(
竺
ヲ
拾
テ
富
こ
[
於
]

エ

　

　

ー

元
垢
ノ
虞
(
空
【
至
(
り
)
　
テ
清
浄
法
界
ノ
身
二
戸
安
住
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
三
シ
ム

[
富
]
(
再
型
シ
　
(
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
上
)

へ

な
ど
、
原
漢
文
本
文
に
、
歴
然
と
し
た
用
字
と
し
て
「
令
」
が
存
す
る
場
合
で
、
こ
の

よ
う
な
漢
文
訓
読
語
文
体
の
成
立
は
、
原
漢
文
の
言
語
表
現
に
制
約
さ
れ
る
面
が
直
接

的
で
極
め
て
強
い
㍉
こ
結
論
づ
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
一
方
、
読
添
語
「
シ
ム
」
の
場

合
は
、
原
漢
文
か
ら
の
訓
読
語
表
現
へ
の
制
約
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
で

あ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
読
添
え
の
敬
儲
表
現
の
場
合
、
原
漠
文
体
の
制
限

が
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語
の
幅
に
依
存
し
て
日
本
語
表
現

と
し
て
成
立
す
る
側
面
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。
読
添
語
の
「
シ
ム
」
の
場
合
も
同
様
に

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
点
本
点
本
、
箇
所
箇
所
に
よ
っ
て
、
読
添
語
の
異
同

41



が
出
現
す
る
の
は
、
原
漢
文
の
制
約
と
、
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語
の
表
現
の
幅

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
方
書
的
性
格
の
漢
文
で
あ
る
か
ら
、
共

通
に
現
れ
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
原
漢
文
に
依
存
し
て
い
る
要
素
が
強
い
と
見
ら
れ
よ

う
0

即
ち
、
特
に
、
仏
書
の
場
合
、
一
訓
点
資
料
に
お
け
る
漢
文
訓
読
文
体
が
、
日
本
語

文
と
し
て
成
立
す
る
に
は
、
一
つ
に
は
、
訓
読
語
基
調
と
し
て
は
同
質
と
評
価
さ
れ
て
、

原
漢
文
本
文
の
用
字
と
表
現
内
容
に
対
す
る
訓
読
態
度
に
素
因
の
あ
る
訓
読
語
の
偏
在

が
あ
り
、
巨
視
的
に
は
同
質
の
訓
読
語
基
調
の
上
に
立
っ
た
個
人
個
人
の
個
性
に
よ
る

漢
文
訓
読
語
の
生
成
の
如
き
要
素
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、

一
方
に
は
、
次
元
の
異
な
る
、
社
会
集
団
の
異
な
り
に
よ
る
位
相
的
な
漢
文
訓
読
語
基

調
の
異
同
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
節
末
の
稿
著
の
仮
説
に
従
え
ば
、
時
代
に
も
依
ろ
う
が
、
前
者
の
場
合
、
抽
象

的
な
、
日
本
語
側
の
位
相
を
超
越
し
た
漢
文
訓
読
語
の
基
調
が
想
定
さ
れ
て
も
よ
い
よ

う
に
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

六
、
漢
文
訓
読
語
の
文
体
基
調
と
そ
の
変
化

本
節
に
は
、
読
添
語
の
敬
語
表
現
を
取
り
上
げ
て
、
前
節
ま
で
に
取
り
上
げ
た
高
山

寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
語
の
様
相
が
、
位
相
を
追
越
し
た
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
訓

読
語
の
基
調
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
玄
法
寺
儀
軌
以
外
の
資
料
に
求
め
て
記
述
す
る
。
ま

た
、
今
は
一
端
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
漢
文
訓
読
語
の
基
調
が
、
変
化
し
た
証

を
示
し
て
、
そ
の
基
調
が
時
代
的
に
変
化
を
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
み
た
い
。

漢
文
本
文
に
、
仏
・
菩
薩
が
主
題
と
し
て
現
れ
る
文
脈
の
場
合
、
読
添
語
の
敬
語
表

現
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
、
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
き
た
が
、

か
か
る
状
況
は
、
取
り
上
げ
た
高
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
敬
語
の
読
添
語
が
出
現
す
る
事
象
は
、
枚
挙
に
達
が
な
い
。
以
下
に
は
、
ヲ
コ

ト
点
法
を
広
く
覆
い
な
が
ら
、
用
例
を
示
し
て
み
た
い
。

9、3

聖
主
宰
、
普
貿
金
剛
手
の
一
切
(
を
)
降
伏
せ
む
か
鳥
に
畔
、
迦
羅
の
身
重

ク

タ

た

を
現
し
て
三
世
の
有
(
型
の
毒
{
近
〉
を
拉
〈
那
〉
イ
て
即
(
ち
)
、
菩
提
を
竃
せ
令
(
め
)

た
ま
ふ
に
膵
命
(
し
)

た
て
ま
つ
る
。

(
高
山
寺
蔵
降
三
世
極
深
密
門
康
和
五

年
(
二
〇
三
)
点
(
第
二
五
函
第
3
1
号
)
、
酉
基
点
)

0
ヽ

4

批
庭
遮
那
備
に
稽
-
首
　
(
し
)

た
て
ま
つ
り

て
浮
眼
(
近
〉
を
関
数
す
(
る
)
　
こ
と

コ
　
　
ト

青
蓮
の
如
し
[
聖
帆
風
遮
那
悌
ノ
浮
限
ヲ
関
数
(
し
)
　
タ
マ
フ
コ
ト
音
蓮
ノ
如

(
く
)
引
可
勾
ヲ
稽
首
(
し
た
て
ま
つ
る
)
]
　
(
高
山
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
脛
供
養

次
第
法
巻
第
七
院
政
期
点
(
重
文
第
-
部
第
7
号
)
、
朱
宝
唾
院
点
、
墨
仮
名
点
)

里
普
賢
諸
悌
輯
輪
王
を
稽
首
し
礼
(
し
叫
で
ま
つ
「
引
。
(
高
山
寺
蔵
一
字
頂
輸

王
念
請
儀
軌
嘉
承
二
年
(
二
〇
七
)
年
点
(
第
六
二
函
第
8
1
号
)
、
円
堂
点
、

林
寛
本
)

舵
、
ホ
(
の
)
時
に
諸
の
俳
菩
薩
、
一
切
賢
聖
世
間
〈
型
に
現
(
し
て
)
一
切
有
情
を

利
益
(
し
)
列
.
刊
.
列
。
(
高
山
寺
蔵
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
諦
儀
軌
仁
平
二
年

(
二
五
二
)
写
・
院
政
期
点
(
重
文
第
1
.
部
第
8
7
号
)
、
円
重
点
)

翼
金
剛
手
密
主
大
菩
薩
の
能
(
く
)
最
上
乗
(
些
を
説
(
き
)
て
速
(
か
)
に
菩
提

を
譚
(
せ
)
令
(
め
)
列
マ
l
列
と
甘
露
軍
茶
利
の
能
(
く
)
諸
の
魔
障
を
掟
(
き
)

51

タ
マ
フ
と
に
蹄
命
　
(
し
)
　
タ
テ
マ
ツ
ル

(
高
山
寺
蔵
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念

講
成
就
儀
軌
保
延
三
年
(
二
三
七
)
点
(
重
文
第
-
部
第
2
8
号
)
、
喜
多
院
点
)

聖
金
剛
手
蜜
主
大
菩
薩
の
能
(
く
)
最
上
冬
竺
　
(
を
)
説
(
き
)
遮
(
か
)
に
菩

提
を
譚
(
せ
)
令
(
め
)
増
割
判
に
蹄
命
(
し
珂
て
ま
)
刊
州
。
(
高
山
寺
蔵
馬

頭
儀
軌
久
安
六
年
(
二
五
〇
)
写
、
院
政
期
点
(
重
文
第
-
部
第
2
2
号
)
、
東

大
寺
点
)

な
ど
と
あ
っ
て
、
読
添
え
の
敬
語
が
出
現
す
る
。
稿
者
は
、
金
剛
界
儀
軌
の
冒
頭
部
の

T-)

訓
読
語
を
、
各
宗
派
流
派
に
従
っ
て
比
較
し
て
示
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
広
く
訓
読
語
基
調
が
存
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
も
、



r
こ
し
、
ム
カ
ー

墾
三
部
の
諸
尊
に
一
向
二
　
「
ヒ
タ
テ
マ
ツ

r
ト
ー

ル
」
と
念
三
「
へ
し
。
(
高
山
寺
蔵
金
剛

界
念
講
次
第
鎌
倉
中
期
点
(
重
文
第
-
部
第
撃
ち
)
、
円
堂
点
、
「
」
は
墨
点
)

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

彗
殊
こ
十
二
大
願
垂
を
費
(
し
)
濁
-
世
の
衆
生
ヲ
化
1
度
シ
列
-
刊
d
つ
(
高
山
寺

蔵
伝
授
類
罪
紗
巻
第
一
正
安
元
年
二
二
九
九
)
写
、
鎌
倉
後
期
点
(
第

(
7
)

一
〇
三
函
第
1
号
)
、
東
大
寺
点
)

な
ど
の
例
が
拾
え
て
、
院
政
期
以
前
の
漢
文
訓
読
語
の
文
体
基
調
が
受
け
継
が
れ
た
こ

と
が
知
れ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
以
下
の
如
き
の
用
例
が
見
出
せ
る
。

翼
か
(
の
)
時
に
金
剛
手
菩
薩
三
産
地
に
入
(
り
)
列
。
金
剛
等
至
臓
盛
光
煩
と

名
(
つ
)
ク
。
其
の
光
普
く
一
切
の
悌
土
を
照
刊
。
(
高
山
寺
蔵
不
動
専
念
諦

儀
軌
永
承
六
年
(
一
〇
五
一
)
点
(
重
文
第
1
部
第
2
5
号
)
、
西
基
点
)

例
4
7
は
、
西
基
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
が
、
西
基
点
加
点
の
不
動
儀
軌
に
は
、

購
、
ホ
(
の
)
時
に
金
剛
手
菩
薩
二
二
摩
地
に
入
(
り
)
ヌ
l
。
金
剛
等
至
、
烙
盛
光

煩
と
名
(
つ
)
く
。
其
の
光
普
く
一
切
の
俳
土
を
照
刊
。
(
高
山
寺
蔵
不
動
専

念
諦
儀
軌
承
徳
三
年
(
一
〇
九
九
)
点
(
重
文
第
-
部
第
5
7
号
)
、
西
墓
点
)

と
も
あ
る
か
ら
、
不
動
儀
軌
と
言
う
書
物
の
問
題
か
、
西
基
点
資
料
群
の
問
題
か
、
あ

る
い
は
、
訓
読
者
の
問
題
で
あ
る
の
か
は
、
詳
細
な
検
討
を
経
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま

た
、
「
入
ヌ
」
に
つ
い
て
は
、
「
入
(
り
た
ま
ひ
)
ヌ
」
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、

平
安
後
期
の
資
料
に
既
に
、
読
添
語
レ
ベ
ル
で
の
無
敵
語
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。

右
の
他
に
、
仮
名
点
の
資
料
に
、

カ

シ

　

　

　

イ

ヒ

輿
毎
日
二
炊
ク
所
ノ
飯
ノ
上
分
湧
ヲ
供
養
刃
。
(
高
山
寺
蔵
大
黒
天
神
法
天
承
三

年
(
一
一
三
三
)
点
(
重
文
第
m
部
第
7
3
号
)
、
仮
名
点
)

興
一
切
如
来
其
ノ
人
ヲ
牢
掛
ス
1
(
高
山
寺
蔵
菩
提
場
陀
羅
尼
鎌
倉
中
期
点
(
重

文
第
-
部
第
6
号
)
、
仮
名
点
、
定
真
筆
)

の
如
く
、
敬
語
の
読
添
語
の
な
い
例
が
存
す
る
。
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
用
例
が

寡
少
で
、
今
後
の
精
査
の
必
要
性
を
切
に
感
じ
る
が
、
先
の
例
4
6
の
伝
授
類
衆
紗
の
例

に
対
応
す
る
、こ

　

　

ノ

　

　

ヲ

　

シ

テ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

l

R

1

5
1
、
殊
に
十
二
の
大
願
を
章
し
て
濁
世
の
衆
生
ヲ
化
-
度
す
。
(
高
山
寺
蔵
伝
授
類
衆

抄
)
(
例
4
6
と
同
一
の
箇
所
で
は
な
く
、
同
一
文
脈
の
資
料
が
別
の
箇
所
に
掲

載
さ
れ
て
、
訓
読
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
)

を
加
え
て
考
え
れ
ば
、
平
安
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
に
至
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
訓
読
語
基
調
で
あ
っ
た
読
添
え
の
敬
語
が
、
存
し
な
い
例
が
現
れ
る
と
指
摘
で
き
よ

う
。
ま
た
、
定
真
の
加
点
資
料
は
、
仮
名
点
の
用
例
で
、
訓
読
語
基
調
の
時
代
的
変
化
と
、

仮
名
点
の
訓
読
語
の
性
格
の
一
端
を
覗
か
せ
た
も
の
と
し
て
、
今
後
の
検
討
の
方
向
を

示
唆
し
た
事
象
で
あ
る
よ
う
に
も
判
断
さ
れ
る
。

お
わ
h
ソ
に

右
の
検
討
は
、
用
例
数
が
限
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
〓
揃
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
元

よ
り
試
論
的
な
論
述
よ
り
出
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
の
精
査
に
よ
っ
て
実
証
性
を
高

め
る
必
要
を
切
に
感
じ
る
が
、
漢
文
訓
読
語
文
体
の
成
立
の
素
因
に
つ
い
て
、
推
定
可

能
な
所
を
、
用
例
を
基
に
掲
げ
、
訓
読
語
基
調
と
い
う
観
点
の
導
入
を
考
え
て
み
た
。

漢
文
訓
読
語
で
あ
る
以
上
、
原
漢
文
の
制
約
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、

宿
命
的
な
所
で
あ
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
敬
語
と
助
動
詞
「
シ
ム
」
と
い
う
読
添
語

の
場
合
は
、
直
接
的
に
は
、
仏
・
菩
薩
を
主
題
と
す
る
と
か
、
方
書
的
で
あ
る
か
否
か

と
か
、
元
よ
り
原
法
文
の
内
容
の
解
釈
態
度
に
よ
る
語
で
は
あ
る
が
、
第
六
節
に
示
し

た
如
く
、
資
料
に
よ
っ
て
は
、
無
敬
語
に
な
っ
た
り
と
出
現
の
有
無
の
問
題
が
あ
る
か

ら
、
本
質
的
に
突
き
詰
め
て
行
け
ば
、
原
漢
文
自
体
の
制
約
の
み
で
は
な
く
、
一
日
本
語

側
の
問
題
と
し
て
、
有
っ
て
も
、
な
く
て
も
訓
読
が
成
立
す
る
質
の
も
の
で
、
二
つ
の

読
添
語
の
出
現
は
、
訓
読
語
基
調
が
そ
う
し
た
読
添
語
を
要
求
す
る
訓
読
方
針
で
あ
っ

た
と
結
論
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
従
来
よ
り
、
敬
語
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
に
お
い
て

発
達
し
て
い
る
言
語
事
象
で
あ
る
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
和
化
漢
文
の
日
本

仁
U

l



語
的
側
面
の
説
明
に
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
有
無
は
、
専
ら
、
究
極
的
に
は
、

訓
読
語
と
い
う
日
本
語
側
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
、

原
漢
文
の
文
章
内
容
に
因
っ
て
偏
在
す
る
側
面
が
あ
り
、
個
人
を
超
え
た
訓
読
語
基
調

(
訓
読
態
度
・
訓
読
方
針
)
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

記
述
が
重
な
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
特
に
、
十
二
・
十
三
世
紀
の
漢
文
訓
読

語
の
変
化
・
変
遷
を
考
え
る
時
、
意
図
的
、
意
識
的
に
、
訓
読
語
基
調
(
訓
読
態
度
・

訓
読
方
針
)
と
い
う
視
点
か
ら
迫
っ
て
み
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
ま
た
、
仮
名
点
の
存

在
が
、
課
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
と
の
予
測
が
立
っ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後
、
収

集
し
た
用
例
に
従
っ
て
、
実
証
的
に
考
え
て
み
る
必
要
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
印
象
的
記
述
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
事
象
が
偏
在
す
る
と
言
う
こ
と
を
、
数
値

化
す
る
な
ど
、
客
観
的
に
示
し
う
る
方
法
論
も
考
え
て
み
ね
ば
な
る
ま
い
。

本
稿
に
お
い
て
、
研
究
上
の
今
後
の
課
題
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
試

論
、
そ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

注

1
、
小
林
芳
規
「
博
士
読
の
源
流
-
ト
キ
ン
バ
(
則
)
を
一
例
と
し
て
ー
」
(
r
国
文
学
言
語
と
文
芸
』

第
十
五
号
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
)
。

2
、
l
小
林
芳
規
「
「
ら
く
の
み
二
ま
く
の
み
』
源
流
考
し
(
r
文
学
論
議
』
第
八
号
、
昭
和
三
十
二

年
十
月
)
。

3
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
(
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
)
第
六

章
第
五
節
に
は
、
類
型
的
変
化
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
た
。

4
、
注
3
拙
著
。

5
、
山
本
真
吾
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
・
願
文
の
文
体
の
研
究
し
　
(
平
成
十
八
年
一
月
、

汲
古
書
院
)
第
一
部
第
五
章
第
六
節
。

6
、
拙
著
「
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
(
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
)
第
三

葦
第
四
節
、
第
六
章
第
二
節
。

7
、
拙
稿
「
儀
軌
の
訓
読
語
と
加
点
」
　
(
平
成
十
六
年
度
～
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
(
C
)
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
儀
軌
・
次
第
訓
点
資
料
の
漢
文
訓
読
語

史
的
研
究
し
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
二
十
年
三
月
)
。

8
、
ヲ
コ
ト
点
加
点
資
料
群
に
対
し
て
、
仮
名
点
資
料
の
資
料
性
に
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
ヲ
コ
ト
点
の
場
合
、
中
田
祝
夫
博
士
(
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
固
二
大

日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
)
)
が
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
に
、
平
安

時
代
後
半
期
の
ヲ
コ
ト
点
加
点
資
料
で
は
、
奥
書
等
が
無
く
と
も
、
ヲ
コ
ト
点
法
を
手
掛

か
り
に
し
て
、
共
時
的
位
相
が
推
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
仮
名
点
資
料
に
つ
い
て
は
、

共
時
的
位
相
を
推
定
す
る
に
は
、
奥
書
・
識
語
に
頼
る
し
か
無
く
、
そ
の
輿
雷
・
識
語
も
、

僧
名
、
房
号
等
が
、
判
明
せ
ね
ば
、
資
料
性
が
推
定
で
き
な
い
。

9
、
蔓
茶
羅
の
描
像
法
の
記
述
な
ど
に
、
朱
宝
瞳
院
点
に
も
、
墨
仮
名
点
に
も
、
助
動
詞
「
シ
ム
」

が
現
れ
て
、
異
同
の
無
い
場
合
が
あ
る
。
共
に
認
め
ら
れ
る
例
は
、
巻
下
十
二
ウ
6
が
初

出
例
で
、
以
降
、
点
在
し
て
い
る
。

1
0
、
「
ホ
時
薄
伽
梵
」
以
下
は
、
「
布
字
八
印
」
と
称
さ
れ
る
部
分
で
、

拙
稿
「
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
複
層
性
の
一
様
相
-
東
寺
硯
智
院
蔵
大
枇
底
遮
那
広

大
成
就
儀
軌
の
場
合
-
」
(
r
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
十
八
巻
、
平
成

二
十
年
十
二
月
)

に
お
い
て
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
康
平
二
年
(
一
〇
五
九
)
点
本
は
、
奥
書
に

対
応
し
て
、
「
布
字
八
印
」
よ
り
前
の
部
分
の
伝
授
に
お
け
る
授
者
は
、
「
別
所
阿
閻
梨
」
、

「
布
字
八
印
し
部
分
の
授
者
は
、
「
賃
相
房
規
豪
」
、
「
布
字
八
印
」
以
降
巻
末
ま
で
の
授
者
は
、

再
び
「
別
所
阿
闇
梨
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
者
に
対
応
し
て
、
訓
読
語
の
質
が
異
な
る
こ

と
を
論
じ
た
。

日
、
拙
著
「
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
諭
し
(
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
)
七
〇
八

貢
か
ら
七
一
〇
頁
に
は
、
金
剛
界
儀
軌
の
冒
頭
部
分
を
、
各
種
の
ヲ
コ
ト
点
法
を
取
り
上

げ
た
比
較
例
を
掲
げ
た
。
金
剛
界
儀
軌
の
冒
頭
部
の
場
合
も
、
広
く
誹
譲
の
補
助
動
詞
「
タ

テ
マ
ツ
ル
」
　
の
読
添
え
が
存
す
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
高
山
寺
御
当
局
の
ご
温
情
と
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
団
長
、
団
員
各
位
の

御
教
導
の
も
と
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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